
滑川町教育委員会だより 
「学んでよかった町へ -チーム滑川での教育-」 

  

     
 

 

  
 
 
 
 

コロナ禍だからこそ、「居場所づくり」、「絆づくり」を 
キーワードは『つながり』 

 
第 3期滑川町教育振興基本計画に基づく活動が、コロナ禍により思うように進ま

ない状況が一部あります。しかし、このような状況（コロナ禍）だからこそ、改め

て足元を見直すことができています。 

国立競技場を設計した隈研吾氏は、木にこだわった建築物を数多く設計していま

す。隈氏は、「細くて短い小径木を使うための技術が木組みで、細い木が支え合い

柱の役割を果たす。細い木を使って強い建築を作る。」と述べています。この言葉

を聞いて、人間社会の理想を物語っているように感じました。 

立派な木だけを選別するのではなく、細くて短い小径木を生かす工夫をすること

の大切さ、それを組み合わせて、より強い柱を作ることこそが、コロナ禍で私たち

がやること、これからの社会のためにやることのように感じました。 

そこで、町民の皆さんと力を合わせて、以下のような取り組みをしていきたいと

思います。 
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「３つの合言葉」元気・学び・会話 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

蔵書点検のための休館日のお知らせ 
５月２４日（火）～５月２９日（日）の期間は図書館内蔵書点検のため休館とさせて
いただきます。総蔵書約１１万冊の総点検や館内書庫の整理など、年１回の図書館の
リフレッシュです。御理解のほど、よろしくお願いいたします。 

 

「おはなし会」に御参加ください 
  図書館では毎月３回、ボランティア団体の方々に御協力をいただき、楽しい「おはなし
会」を行っています。「おはなし会」はお子様が本に親しむ第一歩としてとても 
よい機会です。５月は１１日（水）、１４日（土）、１８日（水）の１１：００から 
開催します。事前にお申し込みの上、御参加ください。 
〇申し込み：図書館にお電話ください。 ５６－３４３３ 

＊御来館の折はお声がけください。 

 

 

 

 明治６年 12 月福田村大字福田 475 番地光栄寺本堂を仮校舎として福田学校が開
校されました。それから本年度で 150年、めでたく記念式典が 5月 10日に行われ
ます。令和４年度の福田小学校の学校像は、「志を立て、失敗を恐れず挑戦する気
概を育む学校～師弟敬愛の楽園～」で、現在の上野修校長が目指しているものです。

この「師弟敬愛の楽園」は、校庭西側にある神山熊蔵先生彰德之碑文からいただい
たものだそうです。碑文には、「円熟した人格と透徹した信念で至誠一貫温かく教
え子を包容して慈訓を垂れ徳風は四周に及んだ」と刻まれています。その思いを受
け、上野校長も「先生も児童も共に互いを敬い教育愛あふれる楽しい学園」そんな
素敵な福田小からよりよい未来の担い手を輩出したいと述べています。 

（福田小学校学校だより『ふくだ』（令和３年４月 27日発行）より一部引用） 

祝 150周年 福田小学校 

「真の郷土の振興は先人の遺風、業績を新たに掘り起こすことから始まる。過去を継承せずして
健全な未来の創造はありえない。」という元埼玉県教育委員長で嵐山町出身の関根茂章氏の言
葉が思い浮かびます。１５０年の思いを含め学校を愛していただいています。 


